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拝啓、貴社益々御清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別の御高配を賜り、感謝申し上げます。
自動車向けオペレーティングシステムの DX（デバッギングエクステンション）において、カウンタウィンドウ表示時の
注意事項がございますのでご連絡致します。

1. カウンタウィンドウ表示時の注意事項
下記製品に含まれる DXにおける注意事項です。

1.1 対象製品
製品名 型名 バージョン

日立 SH-2用自動車向け
オペレーティングシステム

HS0700V0IN1SRB,HS0700V0IN1SRS,
HS0700V0IR1SRB,HS0700V0IR1SRS,
HS0700V0IN2SRE,HS0700V0IN2SRB,
HS0700V0IN2SRS,HS0700V0IR2SRE,
HS0700V0IR2SRB, HS0700V0IR2SRS,
HS0700V0IN2SRE-E,HS0700V0IN2SRB-E,
HS0700V0IN2SRS-E,HS0700V0IR2SRE-E,
HS0700V0IR2SRB-E, HS0700V0IR2SRS-E

V1.00r1,
V2.00, V2.00r1,
V2.0Ar1,
V2.10r1, V2.1.01,
V2.2.02

Ho7058 HS7058V0IN1SRE,HS7058V0IN1SRB,
HS7058V0IN1SRS,HS7058V0IR1SRE,
HS7058V0IR1SRB, HS7058V0IR1SRS,
HS7058V0IN1SRE-E,HS7058V0IN1SRB-E,
HS7058V0IN1SRS-E,HS7058V0IR1SRE-E,
HS7058V0IR1SRB-E, HS7058V0IR1SRS-E

V1.0.00,
V1.0.03

1.2 注意事項内容
下記条件(a)(b)全て、または(a)(c)全て成立する場合、カウンタウィンドウの表示が空白となり表示されません。

(a) コンフィギュレータにおいて、どのアラームでも使用されないカウンタが定義されている。
(b) H’00000000～H’00000003番地に読み込み可能な領域が存在しない
(c) H’00000000～H’00000003 番地の値が示すアドレスを先頭にアラーム属性テーブルサイズ分の読み込み可能な領
域が存在しない。

【補足】アラーム属性テーブルサイズ：16バイト×アラーム定義数

　2002年　10月　17日
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【例】
◆条件
・アラーム定義数 ：２
・カウンタ定義数 ：３ *
・H’00000000～H’00000003番地の値       ：H’FFFFFFF0

【注】* カウンタ定義数がアラーム定義数より少ないため、どのアラームでも使用されないカウンタが存在する。

◆結果

H’FFFFFFF0 番地～H’100000010 番地（H’FFFFFFF0 番地から 16 バイト×２）に、読み込み可能な領域が

存在しない（アドレスがオーバフローしている）ため、上記条件下では、カウンタウィンドウが空白となります。

1.3 回避策
以下のいずれかの方法で回避をお願い致します。

(1) コンフィギュレータにおいて、どのアラームでも使用されないカウンタの定義を削除してください。
(2) H’00000000～H’00000003番地に読み込み可能な領域を作成し、下記以下の値を格納してください。

H’FFFFFFFF － （16バイト×アラーム定義数）＋１

2. その他

DXのヘルプファイルにおいて、以下の誤記訂正がございますので、ご注意ください。

ヘルプ箇所 誤 正
Taskウィンドウ
(１)タスクの一覧表示

エラーステータスが Standard の
場合かつ Stateが SUSPEND以外
のとき、または Extended の場合
かつタスクが該当アプリケーショ
ンモードで無効のときには、その
タスクを表示しません。

エラーステータスが Standard の
場合かつ Stateが SUSPENDのと
き、または Extended の場合かつ
タスクが該当アプリケーションモ
ードで無効のときには、そのタス
クを表示しません。

Counterウィンドウ
(１) カウンタの一覧表示
表 1　[Counter]ウィンドウの表示項目
項番 4の「空白表示となる場合」

Non Variant timer カウンタに属するアラームが定義
されていない、または  Non
Variant timer

Counterウィンドウ
(２) カウンタの一覧表示
表 1　[Counter]ウィンドウの表示項目
項番 5の「空白表示となる場合」

カウンタに属するアラームが使用
されていない、または  Non
Variant timer

カウンタに属するアラームが定義
されていない、または  Non
Variant timer

                                                                                                  以上


